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独立行政法人国際協力機構（JICA）は
日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として

開発途上国への国際協力を行っています
JICAは、「信頼で世界をつなぐ」をビジョンとして
人々が明るい未来を信じ多様な可能性を追求できる

自由で平和かつ豊かな世界を希求し
パートナーと手を携えて、信頼で世界をつなぎます

アフリカにおける新しい難民支援のかたち
紛争や政情不安などの影響により昨日までの人生を奪われ、慣れ親しんだ場所か
らの移動を余儀なくされる「難民」と呼ばれる人々がいます。難民支援は、本来、
難民発生という緊急事態への対応であるため、主に国際機関やNGOなどの緊急
人道支援機関が所掌し、JICAが貢献できる範囲は限られていると考えられてきま
した。その一方で、紛争の長期化に伴って難民状態も長期化しており、これまで
の緊急支援だけでは対処できない新たな問題が発生しています。アフリカにおけ

る長期化難民と呼ばれる人々の存在と、
そこで日本が実際に行っている長期化
難民支援活動の一端を担っているのが、
JICAの「開発援助」の難民支援です。

難民は一過性のものじゃなく、
何十年もそこにいるのが当たり前だということも、
理解してもらいたい
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JICAの受け入れ地域での包括的なアプローチ
●難民への自立化促進支援
農業（稲作）栽培の指導や職業訓練を実施し、難民
の自立能力向上を支援。地元経済活性化にも貢献。

●地方行政能力を向上させる
難民と地域住民の関係をよい状態に保つためにも、
地域の課題を統合的に評価して優先度の高い事業か
ら取り組む。

●地域を強くすることで共生関係を育む
社会サービス、インフラ整備等を通じて受入れ社
会を強くすることで、地域住民と、難民の共生に
もつながっていく。

治安の悪化

環境へのダメージ

地元経済を圧迫

公共サービス
（学校・保健所など）の

ひっ迫

難民と受け入れ地域住民との軋轢が発生
あつれき

支援を受けられる難民と
受け入れ住民との格差
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プロジェクトヒストリー
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この作品は事実に基づいて執筆された書籍
「人道と開発をつなぐ　アフリカにおける新しい難民支援のかたち」を元に、再編集し制作された漫画です。
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